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崎
山
湾
・
網
取
湾
自
然
環
境
保
全
地
域
 

に
お
け
る
生
態
系
維
持
回
復
事
業
 

5
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
増
加
と
海
草
藻
場
保
全
の
最
前
線
S
 

い
で
あ
株
式
会
社
沖
縄
支
社
生
態
・
保
全
部
 
石

森

博

雄

 

一
，
は
じ
め
に
 

崎
山
湾
・
網
取
湾
自
然
環
境
保
全
地
 

域
は
、
沖
縄
県
八
重
山
列
島
西
表
島
の
 

西
端
に
位
置
す
る
海
域
の
自
然
環
境
保
 

全
地
域
で
あ
る
。
域
内
に
は
、
西
表
島
 

固
有
種
の
ア
ミ
ト
リ
セ
ン
ベ
イ
サ
ン
ゴ
 

を
は
じ
め
と
す
る
多
種
多
様
で
大
規
模
 

な
サ
ン
ゴ
群
集
、
ウ
ミ
シ
ョ
ウ
ブ
が
優
 

占
す
る
海
草
藻
場
な
ど
、
豊
か
な
海
中
 

生
物
相
を
有
し
て
い
る
。
 

し
か
し
近
年
は
、
絶
滅
危
慎
種
で
あ
 

る
ウ
ミ
シ
ョ
ウ
ブ
な
ど
の
海
草
類
が
、
 

同
じ
く
絶
滅
危
倶
種
で
あ
る
ア
オ
ウ
ミ
 

ガ
メ
に
よ
る
過
剰
な
採
食
で
減
少
す
る
 

状
況
が
み
ら
れ
て
い
る
。
網
取
湾
で
は
 

平
成
二
五
年
ご
ろ
に
ウ
ミ
シ
ョ
ウ
ブ
藻
 

場
が
消
失
し
、
崎
山
湾
に
お
い
て
も
、
 

藻
場
の
減
少
が
進
行
し
て
い
る
。
ウ
ミ
 

シ
ョ
ウ
ブ
藻
場
は
魚
類
等
の
多
様
な
動
 

物
の
生
息
場
所
や
産
卵
場
所
と
な
る
だ
 

け
で
な
く
、
炭
素
貯
留
能
力
や
栄
養
塩
 

の
ろ
過
、
海
岸
浸
食
か
ら
の
保
護
な
ど
 

多
様
な
機
能
を
有
す
る
た
め
、
海
草
藻
 

場
の
減
少
・
消
失
は
、
生
物
多
様
性
の
 

み
な
ら
ず
、
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
に
大
き
 

な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
。
そ
 

こ
で
、
令
和
四
年
に
は
、
ア
オ
ウ
、
II
ガ
 

メ
に
よ
る
採
食
で
葉
長
が
短
く
な
っ
た
 

崎
山
湾
の
ウ
ミ
シ
ョ
ウ
ブ
群
落
の
回
復
 

を
当
面
の
目
標
と
す
る
「
生
態
系
維
持
 

回
復
事
業
計
画
」
が
策
定
さ
れ
た
。
 

ア
オ
ウ
、
II
ガ
メ
の
過
剰
な
採
食
に
よ
 

り
、
海
草
藻
場
が
衰
退
す
る
と
い
う
事
 

例
は
世
界
各
地
で
報
告
さ
れ
て
お
り
、
 

国
内
で
は
久
米
島
、
海
外
で
は
、
ボ
ル
 

ネ
オ
島
、
イ
ン
ド
洋
の
ラ
ク
シ
ャ
デ
ィ
ー
 

プ
諸
島
、
大
西
洋
の
バ
ミ
ュ
ー
ダ
諸
島
 

等
か
ら
の
報
告
が
あ
る
。
崎
山
湾
・
網
 

取
湾
自
然
環
境
保
全
地
域
で
は
、
他
の
 

地
域
に
先
駆
け
て
海
草
藻
場
の
保
全
に
 

取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
か
ら
、
海
草
藻
 

場
保
全
の
最
前
線
の
ー
つ
と
言
え
よ
う
。
 

当
社
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
令
和
六
 

年
度
に
か
け
て
環
境
省
沖
縄
奄
美
自
然
 

環
境
事
務
所
発
注
の
「
崎
山
湾
・
網
取
 

湾
自
然
環
境
保
全
地
域
生
態
系
回
復
事
 

業
計
画
検
討
業
務
」
に
お
い
て
、
生
態
 

系
維
持
回
復
事
業
計
画
策
定
に
向
け
た
 

検
討
と
並
行
し
て
、
採
食
防
止
手
法
の
 

実
証
と
ウ
ミ
シ
ョ
ウ
ブ
藻
場
の
回
復
状
 

況
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
進
め
て
き
た
。
 

そ
の
結
果
、
採
食
防
止
枠
を
設
置
す
 

る
こ
と
で
、
ウ
ミ
シ
ョ
ウ
ブ
藻
場
の
回
 

復
に
一
定
の
成
果
が
み
ら
れ
た
こ
と
か
 

ら
、
そ
の
概
要
を
報
告
す
る
。
 

一
．
採
食
防
止
枠
の
効
 

ウ
ミ
シ
ョ
ウ
ブ
は
、
雄
花
が
海
面
を
 

漂
っ
て
花
粉
を
雌
花
に
運
び
受
粉
す
る
 

雄
性
花
水
面
媒
が
特
徴
的
な
大
型
の
海
 

草
で
あ
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
葉
長
は
 

一m

に
達
す
る
が
、
崎
山
湾
で
調
査
を
 

開
始
し
た
令
和
元
年
の
段
階
で
は
、
ア
 

オ
ウ
ミ
ガ
メ
に
よ
る
採
食
を
受
け
て
葉
 

長
は
一
〇
m

弱
と
短
い
状
態
で
あ
っ
た
。
 

採
食
防
止
枠
外
に
設
定
さ
れ
た
対
照
区
 

で
は
、
継
続
的
な
被
食
に
よ
り
、
令
和
 

四
年
に
は
葉
長
が
約
二
m

ま
で
短
く
な
 

り
、
株
数
も
減
少
し
た
。
一
方
で
、
採
 

食
防
止
枠
内
で
は
、
ウ
ミ
シ
ョ
ウ
ブ
の
 

葉
が
生
長
し
、
一
年
後
に
は
葉
長
が
約
 

五
〇
m

程
度
ま
で
伸
長
す
る
様
子
が
み
 

ら
れ
た
（
写
真
1
、
図
1
）
。
ま
た
、
 

令
和
五
年
に
は
枠
内
で
回
復
し
た
ウ

I
r
、 

シ
ョ
ウ
ブ
群
落
で
雌
花
の
開
花
が
み
ら
 

れ
、
さ
ら
に
、
令
和
六
年
に
は
成
熟
し
 

た
果
実
や
、
果
実
が
裂
開
し
種
子
を
放
 

出
し
た
状
況
も
み
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
 

こ
と
か
ら
、
ウ
ミ
シ
ョ
ウ
ブ
は
葉
上
部
 

が
失
わ
れ
て
も
、
地
下
部
が
残
っ
て
い
 

れ
ば
採
食
防
止
枠
を
設
置
す
る
こ
と
で
 

再
び
生
長
し
、
再
生
産
が
可
能
で
あ
る
 

こ
と
が
示
さ
れ
た
。
 

ウ
ミ
シ
ョ
ウ
ブ
の
再
生
に
合
わ
せ
て
、
 

生
態
系
に
も
変
化
が
み
ら
れ
た
。
被
食
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図1 採食防止枠内のウミショウブの葉長 1
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アイコ クサイ口カノコ 

アオリイカの卵 ウミショウブの果実 

、ソ 
裂開後 ノ 

裂開前 

図2 採食防止枠内の状況 

－叫 

採食防止枠と再生したウミショウブ（写真 

左側）、アオウミガメとウミショウブ被食 
域（写真右側） 

頭
 

域
は
、
砂
泥
底
の
単
調
な
環
境
と
な
り
、
 

ハ
ゼ
科
魚
類
等
は
残
っ
て
い
る
も
の
の
、
 

底
生
動
物
や
魚
類
の
多
様
性
が
低
く
 

「
砂
漠
化
」
が
進
行
し
て
い
た
。
そ
の
 

一
方
で
、
枠
内
の
ウ
ミ
シ
ョ
ウ
ブ
が
伸
 

長
し
た
環
境
で
は
、
ア
イ
ゴ
等
の
魚
類
 

の
蝟
集
、
ク
サ
イ
ロ
カ
ノ
コ
等
の
巻
貝
 

類
と
い
っ
た
葉
上
生
物
の
加
入
、
ア
オ
 

リ
イ
カ
の
産
卵
等
、
藻
場
生
態
系
の
回
 

復
が
み
ら
れ
た
（
図
2
）。 

三
．
採
食
防
止
の
構
造
と
 

設
置
状
況
 

ウ
ミ
シ
ョ
ウ
ブ
を
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
 

侵
入
か
ら
保
護
す
る
た
め
の
手
法
は
、
 

試
行
錯
誤
の
結
果
、
網
等
で
は
強
度
不
 

足
と
判
断
さ
れ
、
一
五
m

目
合
い
の
ワ
イ
 

ヤ
メ
ッ
シ
ュ
を
単
管
支
柱
で
保
持
す
る
 

構
造
が
採
用
さ
れ
た
。
令
和
元
年
か
ら
 

令
和
三
年
は
、
天
井
部
が
水
没
す
る
堅
 

牢
な
構
造
の
上
面
閉
鎖
型
の
採
食
防
止
 

枠
の
設
置
を
計
約
七
〇
〇
！
m
ま
で
進
め
 

た
。
ま
た
。
そ
の
途
中
、
令
和
二
年
に
は
、
 

壁
面
部
上
端
が
常
時
海
面
上
に
露
出
す
 

る
こ
と
で
天
井
部
の
資
材
を
不
要
と
し
、
 

単
位
面
積
当
た
り
の
費
用
効
率
に
優
れ
 

る
柵
構
造
を
試
し
た
。
 

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
令
和
五
年
 

か
ら
令
和
六
年
に
は
、
令
和
三
年
度
ま
 

で
に
設
置
さ
れ
た
採
食
防
止
枠
を
内
包
 

す
る
形
で
大
規
模
な
柵
で
囲
い
、
約
八
 

万
三
、
〇
〇
〇
？
m
ま
で
保
護
面
積
を
拡
大
 

し
た
（
図
3
）
。
維
持
管
理
を
継
続
す
る
 

こ
と
が
前
提
で
は
あ
る
が
、
当
面
の
目
 

標
と
し
て
掲
げ
た
「
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
に
 

よ
る
採
食
で
葉
長
が
短
く
な
っ
た
崎
山
 

湾
の
ウ
ミ
シ
ョ
ウ
ブ
群
落
の
回
復
」
 
に
 

向
け
て
一
定
の
成
果
が
得
ら
れ
た
と
考
 

え
て
い
る
。
 

な
お
、
本
業
務
で
設
置
・
実
証
さ
れ
 

た
採
食
防
止
 

枠
や
柵
の
基
 

本
構
造
は
、
 

そ
の
後
に
続
 

く
、
地
元
自
 

治
体
に
よ
る
 

海
草
藻
場
保
 

全
事
業
や
、
 

ク
ラ
ウ
ド
フ
 

ア
ン
デ
ィ
ン
 

グ
に
よ
る
民
 

間
の
ウ
ミ
シ
 

ョ
ウ
ブ
藻
場
 

保
全
プ
ロ
ジ
 

約24伽 

採食防止枠（令和元年～三年設置、 

j 370m 
/  -―一ーーー 

採食防止柵（令和五年、六年設置〕 

エ
ク
ト
に
も
生
か
さ
れ
て
い
る
。
 

四
．
今
後
の
展
望
 

令
和
五
年
度
以
降
に
設
置
さ
れ
た
柵
 

内
で
は
、
既
に
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
に
よ
る
 

継
続
的
な
採
食
の
影
響
で
ウ
ミ
シ
ョ
ウ
 

ブ
が
枯
死
し
、
 

一2m
当
た
り
一
株
程
度
 

ま
で
に
減
少
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
 

残
存
す
る
株
の
生
長
だ
け
で
は
藻
場
の
 

再
生
に
は
長
い
年
月
が
必
要
と
考
え
ら
 

れ
る
。
 

「
生
態
系
維
持
回
復
事
業
計
画
」
で
 

は
、
将
来
的
な
目
標
と
し
て
「
本
地
域
 

に
お
い
て
減
少
が
始
ま
る
前
の
ウ
ミ
シ
 

ョ
ウ
ブ
を
中
心
と
し
た
海
草
藻
場
の
回
 

復
」
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
の
目
標
を
達
 

成
す
る
た
め
に
は
、
令
和
三
年
度
以
前
 

図3 崎山湾ウミショウブ採食防止柵全景 

に
設
置
さ
れ
た
採
食
防
止
枠
内
で
再
生
 

し
た
ウ
ミ
シ
ョ
ウ
ブ
群
落
や
、
そ
こ
か
 

ら
得
ら
れ
る
果
実
等
を
利
用
し
て
、
ウ
 

ミ
シ
ョ
ウ
ブ
の
移
植
や
増
殖
の
取
り
組
 

み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
 

考
え
る
。
 

五
．
最
後
に
 

ウ
ミ
シ
ョ
ウ
ブ
等
の
海
草
と
ア
オ
ウ
 

I
r
、
ガ
メ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
水
産
業
や
観
 

光
業
等
と
も
関
連
し
て
い
る
た
め
、
自
 

然
や
人
間
活
動
の
複
雑
な
バ
ラ
ン
ス
の
 

中
で
、
生
物
多
様
性
の
保
全
や
回
復
、
 

持
続
可
能
な
利
用
を
目
指
し
て
い
く
こ
 

と
が
求
め
ら
れ
る
。
 

当
社
は
、
環
境
保
全
の
総
合
コ
ン
サ
 

ル
タ
ン
ト
と
し
て
「
人
と
地
球
の
未
来
 

の
た
め
に
」
を
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ス
ロ
ー
 

ガ
ン
に
掲
げ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
蓄
積
 

し
て
き
た
自
然
環
境
の
保
全
・
再
生
・
 

創
出
の
技
術
や
知
見
を
生
か
し
て
、
社
 

会
貢
献
を
果
た
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。
 

石
森
 
博
雄
●
い
し
も
り
 
ひ
ろ
お
 

い
で
あ
株
式
会
社
沖
縄
支
社
 
生
態
・
保
全
 

部
 
上
級
研
究
員
。
 

琉
球
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
海
洋
自
然
 

科
学
専
攻
卒
業
後
、
平
成
二
五
年
入
社
。
技
 

術
士
（
環
境
部
門
）
、
 
一
級
ビ
オ
ト
ー
プ
計
 

画
管
理
士
、
自
然
再
生
士
。
写
真
家
。
サ
ン
 

ゴ
礁
や
藻
場
を
中
心
に
水
域
生
物
及
び
生
態
 

系
に
関
す
る
調
査
・
保
全
、
外
来
種
対
策
等
 

に
従
事
。
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